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 Nuclear factor-kappa B（NF-κB）は炎症反応や免疫反応で調節を担う転写因子である。以前に、所属研究


























ある Ki-67 の陽性細胞の減少が認められたが、老齢 E-DNIκB マウスではより多くの Ki-67 陽性細胞が観察さ
れた。また、前述の p16INK4に加え、p21Cip1、p27Kip1といった細胞周期抑制因子の発現も、老齢 WT マウスで若
齢 WTマウスと比べて著明に増加していたが、老齢 E-DNIκB マウスでは抑制されていた。この結果から血管内
皮 NF-κB経路遮断により、老齢マウスで、加齢に伴う膵β細胞の増殖能が保持され、細胞周期抑因子の発現
抑制がその機序に関与していることが示唆された。また血管内皮 NF-κB 経路遮断の糖代謝への影響を検討す
るため、腹腔内投与によるブドウ糖負荷試験（intraperitoneal glucose tolerance test：ipGTT）を行った
ところ、ブドウ糖応答性インスリン分泌能が老齢 WTマウスと比べ、老齢 E-DNIκB マウスで良好であることも
示された。 
 本研究から、加齢に伴う血管内皮 NF-κBシグナルの活性化が、膵β細胞の細胞老化や機能低下に重要な役
割を果たしていることが示された。このことから、血管内皮 NF-κBシグナルが膵β細胞の抗老化治療のター
ゲットとなることが期待される。 
 
